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様式・作成例等 

 

① 要配慮者利用施設（特別養護老人ホーム等）へのヒアリング様式 

   湖西市における要配慮者の事前避難に関して、要配慮者利用施設にヒアリ

ングを実施した。ヒアリングが円滑に進められるよう、事前に先方に対して

質問事項として様式①（P.82～84）を送付した。 

 

 

② 旅館・ホテル等の受入可能人数等を把握するための様式 

   伊豆市における事前避難先の候補の検討に際し、旅館・ホテル等の受入

可能人数や受入可能部屋数を把握するための調査を実施した。様式②

（P.85）を各旅館・ホテルに記入いただき、集計した数値と事前避難対象

者数や世帯数を例②（P.86）のとおり整理し比較・検証した。 

 

 

③ 内閣府ガイドラインに基づく避難可能範囲の算出 

   モデル地域における事前避難対象地域の検討に際し、伊豆市（例③-１、

P.87～92）及び河津町（例③-２、P.93～100）では、内閣府ガイドライン

に基づいて避難可能範囲を算出した。 
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避難行動要支援者の事前避難に関する質問事項 

静岡県危機管理部危機政策課 

 

（１）施設の状況等について 

Ｑ１. 現在提供しているサービスや利用者、入所者数についてご教示ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地震防災対策の実施状況 

貴所において、耐震化など、地震に備えて実施している防災対策について伺います。 

Ｑ２ 職員や入所者の安全の観点から、どのような防災対策を実施していますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式① 
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（３）避難行動要支援者（障害者、高齢者等）の事前避難について 

  国の基本指針において、南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合、後発地

震が発生してからの避難では、緊急避難が完了しない地域に居住する住民や緊急避難が完了しな

い可能性のある要配慮者は、１週間の事前避難をすることとされています。 

  そのことを踏まえて、以下の内容をご教示くさい。 

 

Ｑ３ 南海トラフ地震臨時情報（巨大地震警戒）が発表された場合、入所者を１週間程度「事前避

難」させるための施設を自ら確保することは可能ですか。 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４ Ｑ３で、自ら施設を確保することができない場合、市町が用意する事前避難先や他の施設等が

確保できれば、１週間程度「事前避難」することは可能ですか。 

事前避難は困難という場合は、その理由をお答えください。 

 

 

 

 

例）事前避難は困難である。 

理由： 

・利用者を移送する手段がない。 

・市町が用意する学校の体育館等では、生活することができない。 

 

Ｑ５ Ｑ４で「事前避難」は困難とした理由を解決するためには、どのようなことが必要になりますか。 

 

 

 

 

例） 

・大型バスが必要である。 

・当施設と同等の機能や人員を要する施設の確保が必要 

 

 

 

 

 

例） 

・可能（系列の施設が内陸にある。） 
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Ｑ６ 職員や入所者の安全を確保するために、「事前避難」をせず、貴所に留まる場合、どのような防 

災対応が考えられますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）周辺地域に居住する避難行動要支援者の受け入れについて 

  県及び湖西市は、避難に一定の時間を要する避難行動要支援者（障害者、高齢者等）に対して、

安全性をたかめるために１週間の事前避難を呼びかける方向で検討を進めています。 

  事前避難を呼びかける場合、障害者等が１週間生活を送るために環境が整っている施設を確保

する必要があります。 

  そのことを踏まえて、以下についてご教示ください。 

 

Ｑ７ 周辺地域に居住する要配慮者のうち、避難に一定の時間を要する避難行動要支援者（障害

者、高齢者等）を貴所に１週間事前避難者として受入れることはできますか。 

   また、受入れるにあたり、どのようなことが必要になりますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例） 

・津波浸水の恐れがない施設内の高層階に入所者等を移動させる。 

・夜間に突然地震が発生した場合に迅速に避難できるよう、１週間は職員を増員する。 

 

 

 

 

 

【必要なこと】 

例） 

・あらかじめ受入れる方の障害の程度等を把握しておく必要がある。 

・事前避難者が利用する常備薬等は、避難者自身で用意する必要がある。 
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旅館・ホテル名

津波浸水 あり　・　なし 基準水位 ｍ

土砂災害 イエロー・レッド・背後崖

　　　　　　　　避難可能

建物階数 階 　　　　　　　　　　　階以上

客室階 　2階、　3階、　4階、　5階、　6階

20●～20● 40●～40● 60●～60●

30●～30● 50●～50●

その他避難可能スペース 例）宴会場

避難可能室名 受入可能人数 畳数 備　考 間数

20●

1 部屋 0 人 0 畳 0 間

避難可能客室

山側は
避難不可

様式②
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事前避難に関する検討シート

健常者 1,373人

要配慮者 99人

合計 1,472人

※各旅館・ホテルの事業所情報のため、作成例である本紙では省略する

行政区名 施設名 津波浸水の有無 基準水位（T.P.+m） 土砂災害警戒区域等 建物階数 避難可能階 受入可能部屋数 畳数 間数

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

小計 ― ― ― ― ― 85 1,085.5 127

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

※ ※ ※ ※ ※ ※階以上 ※ ※ ※

小計 ― ― ― ― ― 168 2,032.0 204

計 253 3,117.5 331

☆上記受入可能人数は帖数及びベッド数からの推計値

床空間 畳空間

伊豆市役所土肥支所 あり 2.6 イエロー 6 2階以上 142 33 3 66.0 ―

旧土肥小学校（北校舎） あり 1.3 ― 4 2階以上 268 0 6 0.0 ―

小計 ― ― ― ― ― 410 33 66

土肥小中一貫校（武道場） なし ― イエロー 2 1階以上 0 50 1 100.0 ―

伊豆総合高校土肥分校（武道場） なし ― ― 1階以上 121 1 242.0

小計 ― ― ― ― ― 0 171 342

伊豆総合高校土肥分校（合宿所） なし ― ― 2 1階以上 0 32 4 65.0 ―

小計 ― ― ― ― ― 0 32 65

計 410 236 15 473.0 0

合計 268 3,590.5 331

平野

屋形

馬場

受入可能部屋数避難可能階基準水位（T.P.+m） 土砂災害警戒区域等 建物階数

554

1,057

畳数 間数

2,257

受入可能人数

※

※

※

1,611

事前避難対象者 浸水想定区域内の全住民

受入可能人数

事前避難先の候補

《旅館・ホテル》

※

※
中浜

行政区名

《公共施設》

施設名

屋形

※

※

津波浸水の有無

土肥地区津波浸水想定区域内世帯人口 事前避難先候補地の受入可能部屋数・人数

受入可能人数 受入可能部屋数 受入可能人数 受入可能部屋数 人数 部屋数

大藪 381 171 0 0 0 ― 0 0

中浜 321 169 554 85 0 ― 554 85

平野 215 119 0 0 443 9 443 9

金山 51 27 0 0 0 ― 0 0

馬場 226 113 0 0 32 4 32 4

小計 1,194 599 554 85 475 13 1,029 98

屋形 278 156 1,057 168 171 2 1,228 170

計 1,472 人 755 世帯 1,611 人 253 部屋 646 人 15 部屋 2,257 人 268 部屋

合計≪旅館・ホテル≫
行政区名 世帯数人口

≪公共施設≫

例②
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